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(調査の特徴)

毎年一回、同一のアンケート調査を継続実施

(日銀短観の科学技術イノベーション版)

同一集団(2つのグループ)が回答

2011-15年度※ に毎年実施(5回の平均回収率86％)

(NISTEP定点調査の目的)
一線級の研究者や有識者約1,500名(5年間固定)への継続的な意識調査から、
第4期科学技術基本計画期間中の、我が国の科学技術やイノベーションの状況や
その変化を包括的に明らかにすること

〈57の質問の内訳〉

① 大学・公的研究機関グループ(約1,000名)

• 大学・公的研究機関の長

• 大学・公的研究機関の部局や事業所の長から推薦され
た方等

② イノベーション俯瞰グループ(約500名)

• 産業界等の有識者

• 研究開発とイノベーションの橋渡しを行っている方

• シンクタンク、マスコミで科学技術にかかわっている方等

第4期科学技術基本計画に関係する

57の質問＋深掘質問から我が国の

科学技術やイノベーションの状況
を包括的に把握

〈NISTEP定点調査の概要〉

※ 科学技術及びイノベーション活動の中でも、特に国の
科学技術予算をもとに実施されている活動について質問

実施時期 呼び方

※第4期基本計画期間中(2011-15年度) 第2期NISTEP定点調査

第3期基本計画期間中(2006-10年度) 第1期NISTEP定点調査

〈第2期NISTEP定点調査〉
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最も大きな指数上昇を示したのは、科研費の使いやすさについての質問、これにリサーチ・アド
ミニストレーターの育成・確保の状況が続いている。

第4期科学技術基本計画期間中に、課題達成に向けた各種の取組みにおいて、一定の進展が
みられたとNISTEP定点調査の回答者は認識している。

〈指数がプラス変化をみせた上位10の質問〉

〈状況が良くなったとされた質問〉

注1：指数は0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が5.5以上は「状況に問題はない( )」、4.5以上～5.5未満は「ほぼ問題はない( ) 」、3.5以上～4.5未満は
「不充分( ) 」、2.5以上～3.5未満は「不充分との強い認識( ) 」、2.5未満は「著しく不充分との認識( ) 」としている。

注2：指数変化のセルの色の濃さは指数の変化の大きさに対している。上段がNISTEP定点調査2011～15にかけての指数変化、下段(カッコ内)がNISTEP定点調査
2014～15にかけての指数変化を示している。

〈第2期NISTEP定点調査〉

質問番号 分類 質問
指数変化

[全回答者]
指数値
2015

1 Q1-19 研究環境
科学研究費助成事業（科研費）にお
ける研究費の使いやすさ

0.79 

(0 .13)

5.4

2 Q1-22 研究環境

研究活動を円滑に実施するための
業務に従事する専門人材（リサーチ
アドミニストレータ）の育成・確保の状
況

0.35 

(0 .09)

2.4

3 Q3-04
イノベー

ション政策

重要課題達成に向けた技術的な問
題に対応するための、自然科学の分
野を超えた協力は充分か

0.34 

(0 .07)

3.6

4 Q3-12
イノベー

ション政策

我が国が強みを持つ技術やシステ
ムの海外展開についての、官民が
一体となった取り組みの状況

0.32 

(0 .04)

2.8

5 Q3-03
イノベー

ション政策
重要課題達成に向けた、国による研
究開発の選択と集中は充分か

0.30 

(0 .10)

3.9

質問番号 分類 質問
指数変化

[全回答者]
指数値
2015

6 Q3-02
イノベー

ション政策

科学技術イノベーションを通じて重要
課題を達成するための戦略や国家
プロジェクトが、産学官の協力のもと
充分に実施されているか

0.24 

(0 .03)

3.6

7 Q1-13 研究人材 外国人研究者数の状況 0.23 

(0 .09)

2.8

8 Q1-20 研究環境

研究費の基金化は、研究開発を効
果的・効率的に実施するのに役立っ
ているか

0.23 

(0 .04)

7.3

9 Q3-07
イノベー

ション政策
規制の導入や緩和、制度の充実や
新設などの手段の活用状況

0.16 

(-0 .04)

2.8

10 Q2-02
産学官連

携
民間企業が持つニーズ（技術的課題
等）への関心の状況

0.15 

(0 .03)

4.8
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〈状況が良くなったとされた質問〉

〈充分度を上げた理由の例〉

注1：指数は0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が5.5以上は「状況に問題はない( )」、4.5以上～5.5未満は「ほぼ問題はない( ) 」、3.5以上～4.5未満は
「不充分( ) 」、2.5以上～3.5未満は「不充分との強い認識( ) 」、2.5未満は「著しく不充分との認識( ) 」としている。

注2：指数変化のセルの色の濃さは指数の変化の大きさに対している。上段がNISTEP定点調査2011～15にかけての指数変化、下段(カッコ内)がNISTEP定点調査
2014～15にかけての指数変化を示している。

〈第2期NISTEP定点調査〉

質問番号 分類 質問
指数変化

[全回答者]
充分度の変更理由の例

指数値
2015

1 Q1-19 研究環境
科学研究費助成事業（科研費）にお
ける研究費の使いやすさ

0.79 

(0 .13)

 年度間繰り越しが円滑に行われるようになった
 基金化により使い勝手が改善
 研究に集中できるように負担を減らす工夫が進んでいると感じる
 研究費の年度間繰越は、無駄の無い研究を進める上で、とても役立っている 等

5.4

3 Q3-04
イノベー

ション政策

重要課題達成に向けた技術的な問
題に対応するための、自然科学の
分野を超えた協力は充分か

0.34 

(0 .07)

 大学等の機能強化といったスローガンによって、学際研究がやりやすくなってき
ている
 ロボット関連で医工連携が出ている
 人間を意識した研究が多くなってきており(脳科学、人工知能、快適性等)、協力・

連携が進んだと感じる 等 3.6

4 Q3-12
イノベー

ション政策

我が国が強みを持つ技術やシステ
ムの海外展開についての、官民が
一体となった取り組みの状況

0.32 

(0 .04)

 経済産業省が実施するアウトバウンド事業等の政策に期待
 新幹線とグリーンテクノロジーの海外展開は積極的に行っており評価
 現在の政府には、その姿勢が感じられる
 海外連携は進行中。だが実際に行おうとすると、中小企業にはハードルが高い

等 2.8

5 Q3-03
イノベー

ション政策
重要課題達成に向けた、国による
研究開発の選択と集中は充分か

0.30 

(0 .10)

 選択と集中が過度になっている懸念を持っている
 選択と集中は充分だが、多様性を低下させている
 適切に選択と集中が出来ていると考えている
 医療、環境問題解決など特定の分野から成果があがりつつある 等

3.9

9 Q3-07
イノベー

ション政策
規制の導入や緩和、制度の充実や
新設などの手段の活用状況

0.16 

(-0.04)

 先駆け審査指定制度が試行的に実施されている
 研究開発特区など特区制度の地方への分散
 医療機器の審査の迅速化などで改善
 医療分野、特に再生医療などの制度が整備 等

2.8
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〈状況が悪くなったとされた質問〉

第4期科学技術基本計画期間中に、大学・公的研究機関における研究活動
の基盤（研究人材、研究環境、基礎研究）への危機感が増大した。

〈指数がマイナス変化をみせた上位10の質問〉

注1：指数は0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が5.5以上は「状況に問題はない( )」、4.5以上～5.5未満は「ほぼ問題はない( ) 」、3.5以上～4.5未満は
「不充分( ) 」、2.5以上～3.5未満は「不充分との強い認識( ) 」、2.5未満は「著しく不充分との認識( ) 」としている。

注2：指数変化のセルの色の濃さは指数の変化の大きさに対している。上段がNISTEP定点調査2011～15にかけての指数変化、下段(カッコ内)がNISTEP定点調査
2014～15にかけての指数変化を示している。

〈第2期NISTEP定点調査〉

質問番号 分類 質問
指数変化

[全回答者]
指数値
2015

1 Q1-18 研究環境
研究開発にかかる基本的な活動を
実施するうえでの基盤的経費の状況

-0.62 

(-0 .19)

2.3

2 Q1-06 研究人材

現状として、望ましい能力を持つ人
材が、博士課程後期を目指している
か

-0.57 

(-0 .17)

3.0

3 Q1-24 研究環境

研究施設・設備の程度は、創造的・
先端的な研究開発や優れた人材の
育成を行うのに充分か

-0.49 

(-0 .07)

4.4

4 Q2-22 基礎研究
将来的なイノベーションの源としての
基礎研究の多様性の状況

-0.43 

(-0 .14)

3.0

5 Q2-23 基礎研究

将来的なイノベーションの源として独
創的な基礎研究が充分に実施され
ているか

-0.40 

(-0 .16)

3.0

質問番号 分類 質問
指数変化

[全回答者]
指数値
2015

6 Q2-17 研究環境

政府の公募型研究費(競争的研究資
金等)にかかわる間接経費は、充分
に確保されているか

-0.36 

(-0 .07)

4.0

7 Q1-16 研究人材

研究者の業績評価において、論文
のみでなくさまざまな観点からの評
価が充分に行われているか

-0.35 

(-0 .03)

4.5

8 Q1-21 研究環境
研究時間を確保するための取り組み
の状況

-0.31 

(-0 .06)

2.2

9 Q2-19 研究環境
我が国における知的基盤や研究情
報基盤の状況

-0.30 

(-0 .03)

4.2

10 Q2-16 研究環境

科学技術に関する政府予算は、日
本が現在おかれている科学技術の
全ての状況を鑑みて充分か

-0.28 

(-0 .16)

2.7
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充分度を上げた理由 充分度を下げた理由

• 学長裁量経費や研究科長裁量経費による補助があるため

• 大学経営者(執行部)としては、最近それなりの努力をしてい

る

• (回答者の)異動による状況の変化

• 学長裁量経費への重点化がなされたので、部局や各教員へ

配分される基盤的研究費が減額になった

• 運営費交付金が経時的に大幅に減額される中で固定費まで

切り込んで対応せざるを得ない

• 施設の維持費のみで、研究費は捻出できない

• 実験系の研究活動を維持するのに必要な額を下回っている

• コピー代や郵便代だけで経費は無くなってしまう 等

特に「研究開発にかかる基本的な活動を実施するうえでの基盤的経費」が充
分でないという認識が急激に増した。

注: 指数は 0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が 5.5 以上は「状況に問題はない( )」、4.5 以上～5.5 未満は「ほぼ問題はない ( )」、3.5 以上～

4.5 未満は「不充分( )」、2.5 以上～3.5 未満は「不充分との強い認識( )」、2.5 未満は「著しく不充分との認識( )」としている。 

第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-18

研究開発にかかる基本的な活動を実
施するうえでの基盤的経費の状況

-0.47 -1.57 - -0.97 -0.55 -0.44 -0.17 -1.06 -0.53 -0.22 -0.24
2011 2.7 4.0 2.9 2.2 2.2 3.7 3.0 3.1 1.7 2.5
2012 2.6 3.8 2.6 2.1 2.1 3.5 2.9 2.9 1.5 2.3
2013 2.5 3.4 2.3 2.0 2.1 3.5 2.6 2.8 1.4 2.3
2014 2.4 3.2 2.1 1.9 2.0 3.4 2.4 2.5 1.6 2.3
2015 2.3 2.4 2.0 1.7 1.7 3.5 2.0 2.6 1.5 2.3

大学問 質問内容
公的研
究機関

イノベ俯
瞰

大学グループ別 大学部局分野別

〈状況が悪くなったとされた質問〉

論文シェアによる大学グループ
• 大学システムの状況を把握する際の視点として、各大学の研究活動の規模(日本国内における論文シェア)に注目
• 研究活動の規模によって、研究人材や研究環境などの状況に違いがあるかを把握

第１G 東北大学、東京大学、京都大学、大阪大学（4大学）
第２G 北海道大学、筑波大学、千葉大学、東京工業大学、金沢大学、名古屋大学、神戸大学、岡山大学、広島大学、九州大学、

慶應義塾大学、日本大学、早稲田大学(13大学)
第３G 群馬大学、東京農工大学、新潟大学、信州大学、岐阜大学、三重大学、山口大学、徳島大学、長崎大学、熊本大学、鹿児島大学、

横浜市立大学、大阪市立大学、大阪府立大学、近畿大学(27大学から15大学を抽出)
第４G 135大学から50大学を抽出

〈第2期NISTEP定点調査〉
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充分度を上げた理由 充分度を下げた理由

• 10年前と比べれば間接経費は大変充実してきている

• 前政権時に措置されなくなったものが、修正される方向で進

んでいる

• 30％の間接経費は充分かもしれないが、使用の使途が研究

者には見えにくい

• 研究支援者の短期雇用などに有効に活用されている

• 米国の大学と同じ程度の間接経費を確保すべきだと考える

• 競争的資金の研究・事務支援体制の構築に間接経費が必

要であるが、金額が不充分で支援体制の充実が図れない

• 実質的に間接経費が運営費交付金の削減を肩代わりするこ

とが期待されているが、現実には全く足りていない

• 経常費が削減される中で、間接経費の研究推進への有効利

用は望めない現状である

• Research Administration Center(RAC)など管理部門拡充のた

めには、まだまだ不充分

• 間接経費10％の研究受託をして不充分であることを経験

公募型研究費にかかる間接経費についても不充分との認識が増加。特に、
業務内容が主にマネジメントである回答者は不充分との強い認識。

〈状況が悪くなったとされた質問〉

第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

Q2-17

政府の公募型研究費(競争的研究資
金等)にかかわる間接経費は、充分に
確保されているか -0.53 -0.61 0.01 -0.85 -0.55 -0.18 -0.53

2011 4.7 4.8 3.8 5.0 4.4 4.6 4.7
2012 4.5 4.6 3.7 4.9 4.1 4.5 4.5
2013 4.4 4.4 3.7 4.9 4.1 4.3 4.4
2014 4.2 4.5 3.8 4.3 4.0 4.4 4.2
2015 4.1 4.2 3.8 4.1 3.9 4.4 4.2

問 質問内容 大学
公的研
究機関

イノベ俯
瞰

大学グループ別

主に研究
(教育研究)

主に
マネージメント

研究(教育研
究)とマネージ
メントが半々

-0.56 -0.26 -0.36
5.1 3.3 4.2
4.9 3.3 3.8
4.7 3.3 4.0
4.6 3.1 3.9
4.5 3.1 3.8

業務内容別
（大学・公的研究機関Gを対象）

注: 指数は 0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が 5.5 以上は「状況に問題はない( )」、4.5 以上～5.5 未満は「ほぼ問題はない ( )」、3.5 以上～

4.5 未満は「不充分( )」、2.5 以上～3.5 未満は「不充分との強い認識( )」、2.5 未満は「著しく不充分との認識( )」としている。 

〈第2期NISTEP定点調査〉
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充分度を上げた理由 充分度を下げた理由

• 「博士課程教育リーディングプログラム」によってやや改善

• 安易に博士課程後期に進学する学生の減少

• 博士課程後期のキャリア教育、国際化カリキュラム、リサー

チアシスタント制度の充実により改善

• 就職状況の好転により、就職を選択する学生が増加

• 優秀な人材は修士課程から企業へ就職、そうでない人材が

博士課程後期に進学する傾向

• 経済的理由によって進学を断念する事例が見られる

• キャリアパスの不安から、優秀な人材が博士課程後期への

進学を敬遠

• 一般学生で博士課程後期を目指す、あるいは進学している

学生がほとんどいない

• 専門医制度との競合が見られる

「望ましい能力を持った人材が博士課程後期を目指していない」との認識が
継続して示されている。

注: 指数は 0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が 5.5 以上は「状況に問題はない( )」、4.5 以上～5.5 未満は「ほぼ問題はない ( )」、3.5 以上～

4.5 未満は「不充分( )」、2.5 以上～3.5 未満は「不充分との強い認識( )」、2.5 未満は「著しく不充分との認識( )」としている。 

第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-6

現状として、望ましい能力を持つ人材
が、博士課程後期を目指しているか

-0.56 -0.73 - -0.65 -0.50 -0.45 -0.66 -0.68 -0.26 -0.70 -0.67
2011 3.5 4.2 3.7 3.3 3.4 3.7 3.6 3.0 3.2 3.7
2012 3.2 3.9 3.3 3.2 3.2 3.3 3.3 2.8 3.3 3.3
2013 3.2 3.7 3.1 3.0 3.1 3.4 3.1 2.8 3.0 3.2
2014 3.1 3.5 3.2 2.9 3.2 3.3 3.2 2.7 2.8 3.2
2015 2.9 3.5 3.0 2.8 3.0 3.0 2.9 2.7 2.5 3.0

問 質問内容
公的研
究機関

イノベ俯
瞰

大学グループ別 大学部局分野別

大学

〈状況が悪くなったとされた質問〉〈第2期NISTEP定点調査〉
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将来的なイノベーションの源としての基礎研究の多様性や独創性が充分で
はないとの認識が高まっている。

注: 指数は 0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が 5.5 以上は「状況に問題はない( )」、4.5 以上～5.5 未満は「ほぼ問題はない ( )」、3.5 以上～

4.5 未満は「不充分( )」、2.5 以上～3.5 未満は「不充分との強い認識( )」、2.5 未満は「著しく不充分との認識( )」としている。 

〈状況が悪くなったとされた質問〉

第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q2-22

将来的なイノベーションの源としての
基礎研究の多様性の状況

-0.43 -0.47 -0.40 -0.85 -0.48 -0.31 -0.18 -0.72 -0.56 -0.46 -0.19
2011 3.3 3.5 3.7 3.5 3.4 3.2 3.1 3.4 3.4 3.0 3.1
2012 3.1 3.4 3.5 3.4 3.2 3.0 3.0 3.2 3.3 2.9 3.0
2013 3.1 3.5 3.5 3.0 3.2 2.9 3.0 3.0 3.2 2.6 3.0
2014 3.0 3.2 3.4 2.8 3.1 3.0 3.0 2.8 3.1 2.7 2.9
2015 2.9 3.0 3.3 2.6 2.9 2.9 2.9 2.7 2.9 2.6 3.0

第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q2-23

将来的なイノベーションの源として独
創的な基礎研究が充分に実施されて
いるか -0.38 -0.48 -0.40 -0.67 -0.49 -0.28 -0.09 -0.87 -0.42 -0.09 -0.24

2011 3.4 3.3 3.4 3.8 3.6 3.2 3.0 4.0 3.4 2.9 3.3
2012 3.3 3.1 3.3 3.6 3.5 3.2 2.9 3.9 3.2 3.0 3.1
2013 3.2 3.3 3.3 3.3 3.4 3.0 3.0 3.8 3.2 2.8 3.1
2014 3.2 3.1 3.1 3.2 3.3 3.1 3.1 3.5 3.1 2.8 3.1
2015 3.0 2.8 3.0 3.1 3.1 2.9 2.9 3.1 3.0 2.8 3.0

問 質問内容 大学
公的研
究機関

イノベ俯
瞰

大学グループ別 大学部局分野別

大学部局分野別

問 質問内容
公的研
究機関

イノベ俯
瞰

大学グループ別

大学

大学や公的研究機関における研究者の行動の変化（NISTEP定点調査2014深掘調査）
若手・中堅研究者が独立した研究を実施する際の障害（NISTEP定点調査2013深掘調査）

2つの深掘調査

〈第2期NISTEP定点調査〉
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〈第2期NISTEP定点調査, 2014年度深掘調査〉 〈状況が悪くなったとされた質問〉

-4.7

1.8

2.8

3.0

3.7

4.6

-4.5

1.9

2.7

2.0

3.3

4.2

-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

長期的な研究戦略を重視して、研究テーマにじっくりと取り組む研究者

研究の成果として論文以外のアウトプット(特許、技術の実装等)を出す研究者

(評価に対応するために)成果を細切れに発表する研究者

研究の成果として論文の数を重視する研究者

成果の出る確実性が高い研究を行う研究者

短期的な成果が出ることを強く志向する研究者

イノベーション俯瞰グループ 大学・公的研究機関グループ
減

っ
て

い
る

増
え

て
い

る

〈過去10年の大学や公的研究機関における研究者の行動の変化〉

注： 質問票では、2005年頃と比べた数の変化について、大幅に減っている、減っている、変化なし、増えている、大幅に増えているから
選択することを求めた。上記のデータでは、大幅に減っている(-10ポイント)、減っている(-5ポイント)、変化なし(0ポイント)、増えてい
る(5ポイント)、大幅に増えている(10ポイント)として、指数化した結果を示している。
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注1： 選択肢から上位3位まで選択する質問。1位は30/3、2位は20/3、3位は10/3で重みづけを行い、障害と考えられる度合(障害
度)をポイント化。円の面積は障害度に比例。大学グループ別の第1Gにおける障害度の大きさの順で選択肢を並べている。

注2: 円の中の数字は障害度の大きさで順位づけした結果を示している。

スタートアップ資金が充分ではなく、独立した研究を実施

することが難しい。

第1Ｇ
公的研究

機関
第2Ｇ 第3Ｇ 第4Ｇ

短期間の成果が求められるため、自ら発案した研究テー

マに挑戦することができない。

大型プロジェクトによる任期付雇用のため、研究テーマを

自由に設定できない。

雇用が不安定であるため、自ら発案した研究テーマに挑

戦することができない。

安定的な研究資金の確保ができず、研究を発展させるこ

とが難しい。

研究室(講座あるいは上司)の方針のため、研究テーマを

自由に設定できない。

研究マネジメントの負荷が高く、研究時間を充分に確保す

ることができない。

1 1 1 1 1

2 7 10 12 2

3 3 3 6 3

3 2 2 2 6

5 5 6 7 5

6 4 4 4 4

7 6 5 3 9

〈若手・中堅研究者が独立した研究を実施する際に障害となること〉

雇用形態の変化は、研究の多様性や独創性にも関係している可能性がある。

〈状況が悪くなったとされた質問〉〈第2期NISTEP定点調査, 2013年度深掘調査〉
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充分度を上げた理由 充分度を下げた理由

• 女性研究者支援に申請し週2日支援者の派遣を受けている

• 「国際共同研究加速基金」にある「代替要員確保のための経

費」が項目として出てきたことは評価できる

• 学内の管理業務を簡易化する動きが見られる

• 研究推進組織の設置や研究支援部の体制向上

• 若手教員の授業負担低減等の実施

• (回答者の)異動による状況の変化

• 人員削減による教員や事務職員の減少に伴う教員等の負担

の増加

• 中期計画の策定や大学改革等にかかる組織マネジメント業

務の拡大

• サイトビジット対応や月報作成など、外部資金獲得に起因す

る事務作業の増大

• 診療により多くのエフォートを求められ、マネジメントの工夫

などでは追いつかない

• 5年の雇い止めのため、熟練した支援者が不足

限られた資源の有効活用という観点から、研究人材や研究開発費と並んで、
重要な要素となるのが研究時間。しかし、研究時間を確保するための取組み
については、著しく不充分であるとの認識。

第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-21

研究時間を確保するための取り組み
の状況

-0.25 -0.68 - -0.29 -0.29 -0.15 -0.24 -0.36 -0.29 -0.05 -0.31
2011 2.3 3.2 2.4 2.4 2.2 2.4 2.4 2.4 1.5 2.2
2012 2.3 3.0 2.2 2.3 2.2 2.4 2.2 2.2 1.5 2.2
2013 2.2 3.0 2.2 2.2 2.1 2.3 2.2 2.1 1.6 2.0
2014 2.1 2.8 2.1 2.2 2.1 2.1 2.1 2.1 1.5 1.9
2015 2.1 2.5 2.1 2.1 2.1 2.1 2.0 2.1 1.4 1.9

問 質問内容 大学
公的研
究機関

イノベ俯
瞰

大学グループ別 大学部局分野別

注: 指数は 0(不充分)～10(充分)の値をとる。指数が 5.5 以上は「状況に問題はない( )」、4.5 以上～5.5 未満は「ほぼ問題はない ( )」、3.5 以上～

4.5 未満は「不充分( )」、2.5 以上～3.5 未満は「不充分との強い認識( )」、2.5 未満は「著しく不充分との認識( )」としている。 

〈状況が悪くなったとされた質問〉〈第2期NISTEP定点調査, 2014年度深掘調査〉
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一線級の大学研究者は、職務活動における研究時間割合を、おおむね半分
程度(46.9％)確保することを、理想と考えている。

46.9%

35.0%

46.5%

29.3%

28.4%

23.7%

11.7%

19.1%

9.9%

12.1%

17.5%

19.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想の職務時間割合(NISTEP定点調査2015)

現実の職務時間割合(FTE調査, 2013年)

現実の職務時間割合(FTE調査, 2002年)

研究時間 教育時間 社会サービス時間 その他の時間

注1: 理想の職務時間割合は、NISTEP定点調査2015の深掘調査における大学・公的研究機関グループのうち大学の研究者への質
問の結果。

注2： NISTEP定点調査の回答者は、大学や公的研究機関の部局長から推薦を受けた、第一線で研究開発を実施している教員や研
究者である。したがって、上記の結果は第一線級の教員や研究者の認識である点には留意が必要である。

注3： 現実の職務時間割合は、文部科学省による大学等におけるフルタイム換算データに関する調査(2002年及び2013年調査)の結
果。

(出典)科学技術・学術政策研究所、調査資料-236、大学等教員の職務活動の変化 －「大学等におけるフルタイム換算データに関す
る調査」による2002年、2008年、2013年調査の3時点比較－(2015年4月)

〈職務活動時間の理想と現実の配分〉

〈状況が悪くなったとされた質問〉〈第2期NISTEP定点調査, 2015年度深掘調査〉
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研究時間確保は個人の努力では困難。今後、大学においては、個々の教員
や研究者のパフォーマンスを最大化しつつ、組織として求められている機能
を達成していくための取組が必要。

注1: ※充実には、業務のアウトソース化を含む。
注2： 指数は、1位を20/2、2位を10/2で重みづけを行い、合計ポイントを有効回答者数で除した値。全回答者が1位を選択すると指数

は10になる。

〈研究時間割合の確保や研究活動に集中するための有効な方策〉

〈状況が悪くなったとされた質問〉

教授 准教授 助教 第1G 第2G 第3G 第4G

①
獲得した公募型資金の研究に専念できるよう、教育業務を代
替してくれる教育スタッフの確保

2.2 2.0 2.3 2.6 1.0 2.4 2.7 2.5

②
組織内の役割分担（教育専任教員と研究専任教員による分
業等）の実施

2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.2 2.9 2.6

③
公募型資金にかかる手続き（事前・事後・経理）を行う事務職
員の雇用・充実※

0.8 1.0 0.7 0.8 1.7 0.9 0.4 0.5

④ 機器や薬品等の維持管理を行う技能者の雇用・充実※ 1.8 1.3 2.1 2.3 2.1 1.5 2.1 1.6

⑤
国際共同研究などの手続きを行う高度な語学能力を有する
事務職員の雇用・充実※

0.3 0.4 0.3 0.4 0.7 0.5 0.2 0.0

⑥
産学官連携活動にかかる手続きを行う専門職員の雇用・充
実※

0.3 0.3 0.3 0.2 0.4 0.2 0.3 0.3

⑦
研究室のマネジメント補助を行う人材の雇用・充実※（研究
室専属の秘書等）

2.8 2.8 2.9 2.5 3.1 2.5 3.1 2.7

⑧
部局レベルのマネジメント(学部・学科運営、入試問題作成、
予算・設備管理等)を専門に行う人材の雇用・充実※

2.6 3.1 2.4 2.0 2.6 2.8 2.2 2.7

⑨
大学レベルのマネジメント(教育、研究、財務、産学連携等)を
専門に行う人材の雇用・充実※

0.8 0.9 0.8 0.6 0.5 0.6 0.6 1.5

⑩ その他 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.8 0.5 0.2

⑪ 現状で問題ない 0.1 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.0 0.1

選択項目

職位別の指数 大学グループ別の指数
全回答
者指数

教育/研究

マネジメント/
教育研究

〈第2期NISTEP定点調査, 2015年度深掘調査〉
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科学技術やイノベーションを考える上で核となるような事項については、継続
性に留意しつつ長期的な視点を持って施策の実施が必要。

注： 指数は、1位を20/2、2位を10/2で重みづけを行い、合計ポイントを有効回答者数で除した値。全回答者が1位を選択すると指数
は10になる。

〈科学技術イノベーション政策の効果が波及することを妨げている要因〉

大学 公的研究機関

①【規模感】
施策の目標に規模感(配分額・採択件数等)が合致しておらず、効果が
充分に波及していない

2.1 2.4 2.5 2.0 1.4

②【期間】
施策の目標に施策の実施される期間(実施期間が短い等)が合致してお
らず、効果が充分に波及していない

1.7 1.9 2.0 1.5 1.3

③【継続性】
施策が単発的に実施されており、継続性が無く、効果が充分に波及して
いない

3.4 3.6 3.7 3.1 3.0

④【機動性】
科学技術イノベーションの進展や社会ニーズの変化に対応して、施策が
機動的に実施されておらず、効果が充分に波及していない

1.5 1.2 1.2 1.5 2.2

⑤【連携】
類似する又は関連する施策間が別々に実施されている（連携がなされ
ていない)ため、効果が充分に波及していない

1.6 1.3 1.3 1.6 2.2

⑥【橋渡し】
異なるフェーズ（基礎・応用・開発等）の施策の橋渡しがなされていない
ため、効果が充分に波及していない

1.4 1.2 1.1 1.6 2.0

⑦【方向性】
異なる方向性のさまざま施策に現場が対応できず、効果が充分に波及
していない

0.6 0.7 0.7 0.7 0.5

⑧【運用】
施策が実施されても、現場の運用方法によって、効果が充分に波及して
いない

0.7 0.7 0.7 0.6 0.7

⑨【目標の浸透】
施策の目標が現場の研究者等に伝わっておらず、効果が充分に波及し
ていない

0.9 1.1 1.1 0.9 0.7

⑩【目標設定】
施策の目標が現場のポテンシャルを超えるものとなっており、効果が充
分に波及していない

0.4 0.4 0.3 0.5 0.4

⑪ その他 0.3 0.3 0.2 0.6 0.5

選択項目
全回答者

イノベーショ
ン俯瞰G

大学・公的研究機関G

指数

〈第5期基本計画の実行に向けて〉〈第2期NISTEP定点調査, 2015年度深掘調査〉
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若手研究者の状況 科学技術予算の状況 社会と科学技術イノベーション政策の関係(つづき)

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰 研究者の業績評価の状況 シーズとニーズのマッチングの状況 問 質問内容 全体 大学

公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-30
国は、科学技術イノベーション政策の企画立案、推
進に際して、国民の幅広い参画を得るための取り組
みを、充分に行っているか

0.03 0.05 -0.20 0.04

Q1-1 若手研究者数の状況

-0.03 -0.02 -0.11 -

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-16
科学技術に関する政府予算は、日本
が現在おかれている科学技術の全て
の状況を鑑みて充分か

-0.28 -0.37 -0.53 -0.05

Q2-31
国や研究者コミュニティーは、科学技術に関
連する倫理的・法的・社会的課題について充
分に対応しているか

-0.03 0.02 -0.28 -0.07

Q1-2
若手研究者に自立と活躍の機会を与
えるための環境整備の状況

-0.15 -0.13 -0.22 -

Q1-16
研究者の業績評価において、論文の
みでなくさまざまな観点からの評価が
充分に行われているか

-0.35 -0.33 -0.39 -

Q2-1
大学・公的研究機関からの民間企業
に対する技術シーズの情報発信の状
況

0.15 0.03 -0.09 0.38

Q2-17
政府の公募型研究費(競争的研究資
金等)にかかわる間接経費は、充分に
確保されているか

-0.36 -0.53 -0.61 0.01

Q2-32
国や研究者コミュニティーは、研究活動から得
られた成果等を国民に分かりやすく伝える役
割を充分に果たしているか

0.12 0.15 -0.08 0.08

Q1-3
若手研究者の自立性（例えば、自主
的・独立的に研究開発を遂行する能
力）の状況

-0.22 -0.23 -0.15 -

Q1-17
業績評価の結果を踏まえた、研究者
へのインセンティブ付与の状況

-0.20 -0.10 -0.75 -

Q2-2
民間企業が持つニーズ（技術的課題
等）への大学・公的研究機関の関心
の状況

0.15 -0.08 -0.17 0.55

知的基盤や研究情報基盤の状況

Q1-4
海外に研究留学や就職する若手研究
者数の状況

-0.17 -0.15 -0.33 -

Q2-3
大学・公的研究機関は、民間企業が
持つニーズの情報を充分得ているか

0.12 0.03 -0.33 0.35

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

産学官の橋渡しの状況 Q2-19
我が国における知的基盤や研究情報
基盤の状況

-0.30 -0.29 -0.55 -0.25

重要課題の達成に向けた推進体制構築の状況

研究者を目指す若手人材の育成の状況 研究環境の状況 問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-20
公的研究機関が保有する最先端の
共用研究施設・設備の利用のしやす
さの程度

-0.11 -0.17 -0.29 0.05

問 質問内容 全体
イノベ
俯瞰

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-4
産学官の研究情報の交換や相互の
知的刺激の量

0.08 0.01 -0.13 0.24

Q3-1
科学技術イノベーションを通じて達成すべき
重要課題についての認識が、産学官で充分
に共有されているか

0.10 0.14

Q1-6
現状として、望ましい能力を持つ人材
が、博士課程後期を目指しているか

-0.57 -0.56 -0.73 -

Q1-18
研究開発にかかる基本的な活動を実
施するうえでの基盤的経費の状況

-0.62 -0.47 -1.57 -

Q2-5
大学・公的研究機関と民間企業との
間の人材流動や交流の度合

0.01 0.00 -0.46 0.14

Q3-2
科学技術イノベーションを通じて重要課題を達成する
ための戦略や国家プロジェクトが、産学官の協力の
もと充分に実施されているか

0.24 0.26

Q1-7
望ましい能力を持つ人材が博士課程
後期を目指すための環境整備の状況

-0.05 0.00 -0.43 -

Q1-19
科学研究費助成事業（科研費）にお
ける研究費の使いやすさ

0.79 0.85 0.44 -

Q2-6
大学・公的研究機関と民間企業との
橋渡しをする人材の状況

-0.03 -0.09 -0.36 0.13

基礎研究の状況 Q3-3
重要課題達成に向けた、国による研
究開発の選択と集中は充分か

0.30 0.32

Q1-8
博士号取得者が多様なキャリアパス
を選択できる環境整備に向けての取
組状況

0.09 0.09 0.02 -

Q1-20
研究費の基金化は、研究開発を効果
的・効率的に実施するのに役立って
いるか

0.23 0.25 0.10 -

Q2-7
産学官の共同研究における知的財産
の運用（知的財産の管理、権利の分
配など）は円滑か

-0.07 -0.22 -0.14 0.11

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q3-4
重要課題達成に向けた技術的な問題
に対応するための、自然科学の分野
を超えた協力は充分か

0.34 0.33

Q1-21
研究時間を確保するための取り組み
の状況

-0.31 -0.25 -0.68 -

大学や公的研究機関の知的財産の活用状況 Q2-22
将来的なイノベーションの源としての
基礎研究の多様性の状況

-0.43 -0.43 -0.47 -0.40

Q3-5
重要課題達成に向けた社会的な問題に対応
するために、人文・社会科学の知識が充分に
活用されているか

0.00 0.07

Q1-22
研究活動を円滑に実施するための業務
に従事する専門人材（リサーチアドミニス
トレータ）の育成・確保の状況

0.35 0.47 -0.32 -

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-23
将来的なイノベーションの源として独
創的な基礎研究が充分に実施されて
いるか

-0.40 -0.38 -0.48 -0.40

女性研究者の状況 研究施設・設備の整備等の状況 Q2-8
大学・公的研究機関の研究開発から
得られた知的財産の民間企業におけ
る活用状況

-0.08 -0.09 -0.21 -0.05

Q2-24
資金配分機関のプログラム・オフィ
サーやプログラム・ディレクターは、そ
の機能を充分に果たしているか

-0.22 -0.24 -0.50 -0.11

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-9
産学官連携活動が、大学・公的研究
機関の研究者の業績として充分に評
価されているか

0.04 0.01 -0.22 0.14

Q2-25
我が国の大学や公的研究機関の研
究者の、世界的な知のネットワークへ
の参画状況

-0.07 -0.11 -0.11 -0.01

科学技術イノベーションに関する新たなシステムの構築の状況

Q1-10 女性研究者数の状況

0.10 0.13 -0.05 -

Q1-24
研究施設・設備の程度は、創造的・先
端的な研究開発や優れた人材の育
成を行うのに充分か

-0.49 -0.43 -0.93 -

地域が抱えている課題解決への貢献の状況 Q2-26
我が国の基礎研究において、国際的
に突出した成果が充分に生み出され
ているか

0.11 0.02 -0.16 0.34

問 質問内容 全体
イノベ
俯瞰

Q1-11
より多くの女性研究者が活躍するた
めの環境改善の状況

0.09 0.11 -0.02 -

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q2-27
基礎研究をはじめとする我が国の研
究開発の成果はイノベーションに充分
につながっているか 0.12 0.10 -0.24 0.22

Q3-7
規制の導入や緩和、制度の充実や新
設などの手段の活用状況

0.16 0.20

Q1-12
より多くの女性研究者が活躍するた
めの採用・昇進等の人事システムの
工夫の状況

0.11 0.16 -0.19 -

Q2-10
地域が抱えている課題解決のために、大学・
公的研究機関は、地域ニーズに即した研究に
積極的に取り組んでいるか

0.12 0.13 -0.24 0.19

Q3-8
科学技術をもとにしたベンチャー創業
への支援の状況

0.10 0.17

外国人研究者の状況 研究開発人材育成の状況 Q3-9
総合特区制度の活用、実証実験など
先駆的な取り組みの場の確保の状況

0.04 0.09

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

社会と科学技術イノベーション政策の関係 Q3-10
政府調達や補助金制度など、市場の
創出・形成に対する国の取り組みの
状況

0.01 0.04

Q1-13 外国人研究者数の状況

0.23 0.25 0.12 -

Q2-13
産業界や社会が求める能力を有する
研究開発人材の提供

-0.02 -0.07 -0.17 0.02

問 質問内容 全体 大学
公的研
究機関

イノベ
俯瞰

Q3-11
産学官が連携して国際標準を提案
し、世界をリードするような体制整備
の状況

0.06 0.11

Q1-14
外国人研究者を受け入れる体制の状
況

0.04 0.09 -0.28 -

Q2-14
研究開発人材の育成に向けた民間企
業との相互理解や協力の状況

0.09 -0.01 0.21 0.20

Q2-29
国は、科学技術やイノベーション及びそのための政
策の内容や、それらがもたらす効果と限界等につい
ての説明を充分に行っているか

0.09 0.10 -0.21 0.14

Q3-12
我が国が強みを持つ技術やシステム
の海外展開についての、官民が一体
となった取り組みの状況

0.32 0.42-0.11

大学・
公的研究機関

大学・
公的研究機関

社会と科学技術イノベーション政策

-0.24

-0.18

-0.14

-0.14

研究者の多様性

科学技術イノベーションに関する新たなシステムの構築

0.33

-0.35

-0.03

研究環境や研究施設・設備

基礎研究

-0.06

0.12

0.10

重要課題の達成に向けた推進体制構築

若手人材 科学技術予算や知的・研究情報基盤

産学官連携

指数が0.5以上上昇指数が0.3以上上昇

指数の変化が-0.3～0.3

指数が0.3以上低下 指数が0.5以上低下

状況に問題はない(指数5.5以上）

ほぼ問題はない(指数4.5以上～5.5未満）

不充分(指数3.5以上～4.5未満）

不充分との強い認識(指数2.5以上～3.5未満）

著しく不充分との認識(指数2.5未満）

科学技術の状況に係る総合的意識調査(NISTEP 定点調査 2011～2015)結果一覧

〈まとめ〉

注： 指数変化のセルの色の濃さは指数の変化の大きさに対応している。天気マークは指数の絶対値、天気マークの下の数値はNISTEP定点調査2011～15にかけての指数変化を示している。
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〈まとめ〉

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-1 若手研究者数の状況

-0.24 0.12 -0.04 0.04 -0.18 0.23 0.52 -0.21

Q1-18
研究開発にかかる基本的な活動を実施す
るうえでの基盤的経費の状況

-0.97 -0.55 -0.44 -0.17 -1.06 -0.53 -0.22 -0.24

Q2-10
地域が抱えている課題解決のために、大
学・公的研究機関は、地域ニーズに即した
研究に積極的に取り組んでいるか

0.13 0.17 0.27 -0.06 0.20 -0.08 0.34 0.16

Q1-2
若手研究者に自立と活躍の機会を与える
ための環境整備の状況

-0.40 -0.10 -0.41 0.19 -0.29 -0.23 -0.14 -0.01

Q1-19
科学研究費助成事業（科研費）における研
究費の使いやすさ

0.91 0.78 0.85 0.90 0.92 0.50 1.15 1.12

Q1-3
若手研究者の自立性（例えば、自主的・独
立的に研究開発を遂行する能力）の状況

-0.34 -0.18 -0.41 -0.04 -0.66 -0.20 -0.24 -0.09

Q1-20
研究費の基金化は、研究開発を効果的・
効率的に実施するのに役立っているか

0.16 0.33 0.39 0.19 -0.02 0.25 0.23 0.38

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-4
海外に研究留学や就職する若手研究者数
の状況

-0.16 -0.11 -0.11 -0.18 -0.25 0.00 -0.27 -0.13

Q1-21
研究時間を確保するための取り組みの状
況

-0.29 -0.29 -0.15 -0.24 -0.36 -0.29 -0.05 -0.31

Q2-13
産業界や社会が求める能力を有する研究
開発人材の提供

-0.15 0.10 -0.12 -0.11 -0.18 -0.02 0.15 -0.07

Q1-22
研究活動を円滑に実施するための業務に
従事する専門人材（リサーチアドミニスト
レータ）の育成・確保の状況

0.52 0.61 0.77 0.07 1.04 0.34 0.01 0.36

Q2-14
研究開発人材の育成に向けた民間企業と
の相互理解や協力の状況

-0.43 0.00 0.08 0.22 -0.23 -0.10 0.40 -0.07

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-6
現状として、望ましい能力を持つ人材が、
博士課程後期を目指しているか

-0.65 -0.50 -0.45 -0.66 -0.68 -0.26 -0.70 -0.67

Q1-24
研究施設・設備の程度は、創造的・先端的
な研究開発や優れた人材の育成を行うの
に充分か

-0.26 -0.60 -0.14 -0.45 -0.68 -0.23 -0.20 -0.60

Q1-7
望ましい能力を持つ人材が博士課程後期
を目指すための環境整備の状況

0.47 -0.16 0.21 -0.28 0.18 0.02 -0.13 -0.11

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-8
博士号取得者が多様なキャリアパスを選
択できる環境整備に向けての取組状況

0.20 0.03 0.11 0.11 0.14 0.12 -0.04 0.06

Q2-16
科学技術に関する政府予算は、日本が現
在おかれている科学技術の全ての状況を
鑑みて充分か

-0.32 -0.44 -0.24 -0.46 -0.75 -0.15 -0.37 -0.36

Q2-17
政府の公募型研究費(競争的研究資金等)
にかかわる間接経費は、充分に確保され
ているか

-0.85 -0.55 -0.18 -0.53 -0.88 -0.50 -0.94 -0.35

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q2-1
大学・公的研究機関からの民間企業に対
する技術シーズの情報発信の状況

0.10 -0.03 0.27 -0.09 -0.08 0.10 0.15 -0.06

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 Q2-2
民間企業が持つニーズ（技術的課題等）へ
の大学・公的研究機関の関心の状況

-0.16 -0.08 0.20 -0.22 0.01 -0.06 0.40 -0.25

Q2-19
我が国における知的基盤や研究情報基盤
の状況

-0.69 -0.39 0.21 -0.26 -0.66 -0.27 -0.55 -0.06

Q1-10 女性研究者数の状況

-0.27 0.20 0.40 0.08 0.14 0.13 0.14 0.03

Q2-3
大学・公的研究機関は、民間企業が持つ
ニーズの情報を充分得ているか

-0.18 0.05 0.16 0.08 0.08 -0.06 0.19 0.03

Q2-20
公的研究機関が保有する最先端の共用研
究施設・設備の利用のしやすさの程度

-0.19 -0.42 0.19 -0.10 -0.17 -0.17 0.05 -0.29

Q1-11
より多くの女性研究者が活躍するための
環境改善の状況

-0.45 -0.07 0.55 0.37 -0.13 -0.07 0.28 0.13

Q1-12
より多くの女性研究者が活躍するための
採用・昇進等の人事システムの工夫の状
況

-0.40 0.11 0.52 0.36 0.14 -0.04 0.29 0.22

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q2-4
産学官の研究情報の交換や相互の知的
刺激の量

-0.14 0.04 0.16 -0.01 -0.01 -0.04 0.37 -0.07

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 Q2-5
大学・公的研究機関と民間企業との間の
人材流動や交流の度合

-0.36 -0.06 0.27 0.19 0.13 -0.01 0.16 0.01

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健

Q1-13 外国人研究者数の状況

0.40 0.28 0.33 0.10 0.46 0.21 0.00 0.31

Q2-6
大学・公的研究機関と民間企業との橋渡し
をする人材の状況

-0.40 0.00 0.13 -0.15 0.02 -0.10 0.11 -0.04

Q2-22
将来的なイノベーションの源としての基礎
研究の多様性の状況

-0.85 -0.48 -0.31 -0.18 -0.72 -0.56 -0.46 -0.19

Q1-14 外国人研究者を受け入れる体制の状況

0.14 0.04 0.08 0.15 0.08 -0.07 0.19 0.11

Q2-7
産学官の共同研究における知的財産の運
用（知的財産の管理、権利の分配など）は
円滑か

-0.30 -0.31 0.03 -0.27 -0.22 -0.15 -0.42 -0.13

Q2-23
将来的なイノベーションの源として独創的
な基礎研究が充分に実施されているか

-0.67 -0.49 -0.28 -0.09 -0.87 -0.42 -0.09 -0.24

Q2-24
資金配分機関のプログラム・オフィサーや
プログラム・ディレクターは、その機能を充
分に果たしているか

-0.45 -0.27 -0.20 -0.08 -0.62 -0.21 -0.41 -0.20

問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 問 質問内容
第1グ
ループ

第2グ
ループ

第3グ
ループ

第4グ
ループ

理学 工学 農学 保健 Q2-25
我が国の大学や公的研究機関の研究者
の、世界的な知のネットワークへの参画状
況

-0.11 -0.29 0.29 -0.14 -0.61 -0.07 0.05 0.09

Q1-16
研究者の業績評価において、論文のみで
なくさまざまな観点からの評価が充分に行
われているか

-0.41 -0.37 -0.37 -0.20 -0.26 -0.38 -0.01 -0.50

Q2-8
大学・公的研究機関の研究開発から得ら
れた知的財産の民間企業における活用状
況

-0.02 -0.02 0.15 -0.35 0.06 0.03 0.03 -0.27

Q2-26
我が国の基礎研究において、国際的に突
出した成果が充分に生み出されているか

-0.33 -0.02 0.38 0.06 -0.57 0.09 0.26 0.10

Q1-17
業績評価の結果を踏まえた、研究者への
インセンティブ付与の状況

-0.19 -0.17 -0.25 0.18 -0.03 -0.18 0.04 -0.19

Q2-9
産学官連携活動が、大学・公的研究機関
の研究者の業績として充分に評価されて
いるか

-0.01 0.06 0.05 -0.08 -0.01 -0.10 0.12 0.01

Q2-27
基礎研究をはじめとする我が国の研究開
発の成果はイノベーションに充分につな
がっているか

-0.12 0.00 0.55 0.02 -0.21 0.10 0.13 0.28

研究者の多様性

女性研究者の状況

科学技術予算の状況

知的基盤や研究情報基盤の状況

研究環境や研究施設・設備

研究環境の状況

研究施設・設備の整備等の状況

産学官連携

シーズとニーズのマッチングの状況

地域が抱えている課題解決への貢献の状況

研究開発人材育成の状況

科学技術予算や知的・研究情報基盤

研究者を目指す若手人材の育成の状況

若手人材

若手研究者の状況

大学や公的研究機関の知的財産の活用状況研究者の業績評価の状況

外国人研究者の状況

基礎研究

基礎研究の状況

産学官の橋渡しの状況

注： 指数変化のセルの色の濃さは指数の変化の大きさに対応している。天気マークは指数の絶対値、天気マークの下の数値はNISTEP定点調査2011～15にかけての指数変化を示している。

〈第2期NISTEP定点調査〉
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• 科学技術イノベーションを推進する目的で、さまざまな施策を実施

課題達成に向けた各種の取組みにおいて一定の進展

大学・公的研究機関における研究活動の基盤への危機感が増加

(PDCAサイクルへの反映)
• これらの結果をPDCAサイクルの俎上にのせ、アクションに結びつけることが必要（政策立案

時に予期していない又は予期していた以上の変化が生じている場合の軌道修正）。

(科学技術イノベーションシステムとしての最適化)
• 研究人材、研究環境など科学技術やイノベーションの様々な状況が互いにどのようにかかわ

り合っているかの理解
• 部分最適化ではなく、我が国の科学技術イノベーションシステム全体としてのパフォーマンス

の最大化
• 第5期基本計画において数値目標を設定したことによる現場の行動の変化の観測

(各ステークホルダに求められる役割)
• 省庁や部局： その壁を越えた意見・情報交換を通じて、各種施策の相乗効果を高める必要
• 総合科学技術・イノベーション会議: 国全体の視野で、各種施策の相乗効果を高める機能
• 各大学・公的研究機関： 自主的な改革努力（組織内の役割分担等）

第4期科学技術基本計画期間中のNISTEP定点調査
のまとめと示唆

〈まとめ〉〈第2期NISTEP定点調査〉
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定点調査委員会

◎ 阿部 博之 国立研究開発法人科学技術振興機構 特別顧問

有本 建男 政策研究大学院大学 教授

大垣 眞一郎 公益財団法人水道技術研究センター 理事長

岸 輝雄 東京大学 名誉教授

黒田 昌裕 慶應義塾大学 名誉教授

榊原 清則 中央大学大学院 戦略経営研究科 教授

菅 裕明 東京大学大学院 理学系研究科化学専攻 教授

柘植 綾夫 元 日本工学会 会長

続橋 聡 一般社団法人日本経済団体連合会産業技術本部 本部長

豊田 長康 鈴鹿医療科学大学 学長

浜中 順一 元 株式会社ＩＨＩ 副社長

安田 聡子 関西学院大学商学部 教授

吉本 陽子 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

経済・社会政策部主席研究員

(◎委員長、五十音順、敬称略、2016年3月末時点)

定点調査の実施にあたり、調査の設計（調査項目、調査対象者の選定など）、
調査の運営、調査結果の分析等に関する検討を行い、助言する。

〈まとめ〉〈第2期NISTEP定点調査〉
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• 研究者や有識者への継続した意識調査によって、科学技術やイノベーションの状
況変化をモニタリング可能。

継続性： 基本計画期間中に継続して調査を実施することで意識の変化を追跡

計測性： 研究開発統計では把握が困難な点も計測可能

俯瞰性： 科学技術やイノベーションの状況について幅広く計測可能

速報性： 各種の施策や環境の変化に感度良く反応

• 定量データと相互補完的に活用することで、科学技術やイノベーションの状況変
化についての深い理解が可能。
→ データの裏側にあるコンテキストの理解
→ 仮説の構築、新たな論点の発見

第5期科学技術基本計画のモニタリングに向けて

〈今後に向けて〉

豊富な自由記述、NISTEP定点調査2011-2015を合わせて、

文字数約250万字（文庫本約25冊分）

〈第3期NISTEP定点調査〉

第5期基本計画期間中にも、第3期NISTEP定点調査を実施
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第3期NISTEP定点調査の方向性(調査対象者の見直し)

〈今後に向けて〉〈第3期NISTEP定点調査〉

• 詳細な属性別の集計が可能となるように、第2期NISTEP定点調査（約1,500名）と
比べて調査対象者を拡大（赤字部分）。最大で倍程度(約3,000名)を想定。

注: 現在、調査設計中であり最終的な設計は変更になる可能性がある。

大学・公的研究
機関グループ

イノベーション
俯瞰グループ

① 大学等・公的研究機関の長

② 部局長(理学、工学、農学、保健)から推薦された教授クラス、准教授
クラス、助教クラスの方

③ 大学事務職員等（マネジメントの実務担当）

④ 大規模研究開発プロジェクト(SIP, ImPACT, COI)の大学等・公的研究
機関の研究責任者

大学 82 → 130
大学共同利用機関法人
1機構 → 13研究所(3機構)
公的研究機関 32 → 24※
※専ら資金配分を行っている機関を除いた数

① 産業界等の有識者（大企業、中小企業等、大学発ベンチャー; 
一定数の回答者を確保し、企業規模別の集計が可能とする）

② 研究開発とイノベーションの橋渡しに携わる方（産学連携本部長、
NEDO・AMED・JSTのPM･PD、TLO、ベンチャーキャピタル、大規模
研究開発プロジェクト(SIP, ImPACT, COI)のPD・企業の研究責任者
等）
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回答者グループと調査項目の対応

〈今後に向けて〉

注: 現在、調査設計中であり最終的な設計は変更になる可能性がある。

調査対象者

大学・公的研究
機関グループ

イノベーション
俯瞰グループ

① 研究人材

④ 産学官連携及
び地域

② 研究資金及び
研究環境

⑤ 基礎研究・
学術研究

⑥ イノベーション
政策等

③ 大学改革と
機能強化

若手研究者、研究者を目指す若手人材、女性研
究者、外国人研究者、業績評価

パート 中分類(赤字が新規項目)

研究環境、研究施設・設備、科学技術予算等、知
的基盤・情報基盤、オープンサイエンス

シーズ・ニーズのマッチング、産学官の橋渡し、知
的財産の活用、地方創生、科学技術イノベーショ
ン人材の育成

学長のリーダシップ、
研究資金のマネジメント、
組織・人材のマネジメント

基礎研究・学術研究

社会との関係、システム構築、科学技術外交、政
策形成への助言、司令塔機能等

条件：現場の状況を回答

条件：日本全体を俯瞰した状
況を回答

（分析の視点）大学の規模別、分野別、職位別別
の認識の違い等

（分析の視点）大学・公的研究機関の現場の研究
者とイノベーション俯瞰グループの認識の違い等

質問項目（第5期基本計画の新機軸に対応する質問の追加）

※ 科学技術およびイノベーション活動の中でも、特に国の科学技術予算をもとに実
施されている活動について質問。

※ 科学技術やイノベーションの状況において、システムに関係する項目（第５期科
学技術基本計画では主に第４章と第５章に該当）をモニタリング。

新規

〈第3期NISTEP定点調査〉
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• 2016年秋から第3期NISTEP定点調査を実施することを目標。

• 2017年度調査以降は、毎年調査を実施し、年度末に報告書を公表。

• 第5期基本計画の半ば頃に、ワークショップを開催(2018又は2019年度)。

第3期NISTEP定点調査(2016～20年度)
のスケジュール(予定)

〈まとめ〉〈今後に向けて〉〈第3期NISTEP定点調査〉
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参考資料
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質問票パート 質問大分類 質問中分類

学
長
・
機
関
長

拠
点
長
・
中
心
研
究
者

研
究
者

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン
俯
瞰

若手研究者の状況(5)

研究者を目指す若手人材の育成の状況(3)

女性研究者の状況(3)

外国人研究者の状況(2)

研究者の業績評価の状況(2)

研究環境の状況(5)

研究施設・設備の整備等の状況(1)

シーズとニーズのマッチングの状況(3)

産学官の橋渡しの状況(4)

大学や公的研究機関の知的財産の活用状況(2)

地域が抱えている課題解決への貢献の状況(1)

研究開発人材育成の状況(2)

科学技術予算等の状況(2)

知的基盤や研究情報基盤の状況(2)

基礎研究(6) 基礎研究の状況(6)

社会と科学技術イノベーション政策(4) 社会と科学技術イノベーション政策の関係(4)

重要課題の達成に向けた推進体制構築(5) 重要課題の達成に向けた推進体制構築の状況(5)

科学技術イノベーションに関する新たなシステムの構築
(6)

科学技術イノベーションに関する新たなシステムの構築の状況(6)

ライフイノベーションの状況(2)

グリーンイノベーションの状況(2)

パート３
イノベーション政策や
活動の状況(15)

イノベーションの状況(4)

パート１
大学や公的研究機関
における研究開発の
状況(21)

若手人材(8)
回
答
者
の
所
属
す
る
大
学
や
機
関
に
お
け
る
状
況

研究者の多様性(7)

研究環境や研究施設・設備(6)

パート２
研究開発とイノベー
ションをつなぐ活動等
の状況(26)

産学官連携(12)

日
本
全
体
の
状
況

科学技術予算や知的・研究情報基盤(4)

日
本
全
体
の
状
況

日
本
全
体
の
状
況

日
本
全
体
の
状
況

回
答
者
の
所
属
す
る
部
局
等
に
お
け
る
状
況

回
答
者
の
所
属
す
る
部
局
等
に
お
け
る
状
況

質問票の構成

注: 上記のカッコ内に示している質問数は、6点尺度以外（自由記述等）の質問を含んだ数。

〈調査の概要〉〈第2期NISTEP定点調査〉
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質問と回答方法の例

6点尺度による回答（定性的評価）を定量化し、比較可能とするために指数を求めた。

【計算方法】

① 6点尺度を、「1」→0ポイント、「2」→2ポイント、「3」→4ポイント、「4」→6ポイント、
「5」→8ポイント、「6」→10ポイントに変換。

② 上記の平均値を属性ごと（大学グループ別、大学部局分野別、職階別など）に集計

若手研究者(39 歳くらいまでのポストドクター、助教、准教授など、ただし学生は除く)の状況 

貴大学や貴研究機関全体における状況をお答え下さい。 

問 1 若手研究者の数は充分と思いますか。 

            

分
か
ら
な
い 

●●● 

不
充
分 

１ 

●●●   

２   

●●●   

３   

●●●   

４   

●●●   

５   
●●●   

６   

●●●   

充
分 

 

変更理由欄： 

 

問 2 
若手研究者に自立と活躍の機会を与えるため

の環境整備は充分と思いますか。 

            

分
か
ら
な
い 

●●● 

不
充
分 

１ 
●●●   

２   

●●●   

３   

●●●   

４   

●●●   

５   

●●●   

６   

●●●   

充
分 

 
環境整備として、テニュア・トラック制の導入、若手対象の競争的資金制度の拡充、新規採用時に研究を立ち上げる際のスター

トアップ資金の提供等をお考えください。 

 

変更理由欄： 

 

 

前回の回答:

前回の回答:

この1年間で、～などの面で進展が見られた。

〈調査の概要〉〈第2期NISTEP定点調査〉
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論文シェアによる大学グループ

• 大学システムの状況を把握する際の視点として、各大学の研究活動の規
模(日本国内における論文シェア)に注目

• 研究活動の規模によって、研究人材や研究環境などの状況に違いがあ
るかを把握

• 大学グループ別の分析結果を、そこに含まれる個々の大学についての状
況の評価等に用いるのは不適切

（出典） 文部科学省科学技術政策研究所、NISTEP Report No. 122 日本の大学に関するシステム分析

大学グ
ループ

日本における論
文シェア

大学名

1 5%以上 東北大学、東京大学、京都大学、大阪大学（4大学）

2 1～5％
北海道大学、筑波大学、千葉大学、東京工業大学、金沢大学、名古屋大学、
神戸大学、岡山大学、広島大学、九州大学、慶應義塾大学、日本大学、
早稲田大学(13大学)

3 0.5～1％
群馬大学、東京農工大学、新潟大学、信州大学、岐阜大学、三重大学、
山口大学、徳島大学、長崎大学、熊本大学、鹿児島大学、横浜市立大学、
大阪市立大学、大阪府立大学、近畿大学(27大学から15大学を抽出)

4 0.05～0.5％ 135大学から50大学を抽出

〈調査の概要〉〈第2期NISTEP定点調査〉
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調査への協力が得られた公的研究機関

独立行政法人医薬基盤研究所 独立行政法人情報通信研究機構

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 独立行政法人森林総合研究所

独立行政法人海洋研究開発機構 独立行政法人水産総合研究センター

独立行政法人交通安全環境研究所 独立行政法人電子航法研究所

独立行政法人港湾空港技術研究所 独立行政法人土木研究所

独立行政法人国立がん研究センター 独立行政法人日本原子力研究開発機構

独立行政法人国立環境研究所 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構

独立行政法人国立健康・栄養研究所 独立行政法人農業環境技術研究所

独立行政法人国立国際医療研究センター 独立行政法人農業生物資源研究所

独立行政法人国立循環器病研究センター 独立行政法人物質・材料研究機構

独立行政法人国立精神・神経医療研究センター 独立行政法人放射線医学総合研究所

独立行政法人産業技術総合研究所 独立行政法人理化学研究所

独立行政法人酒類総合研究所 独立行政法人労働安全衛生総合研究所

注: NISTEP定点調査2011時点の情報に基づく。
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NISTEP定点調査2011～2015の実施状況

調査年 調査期間 発送数 回収数 回収率

NISTEP定点調査2011 2012年2月17日～4月27日 1,486 1,331 89.6%

NISTEP定点調査2012 2012年10月29日～2013年1月18日 1,481 1,268 85.6%

NISTEP定点調査2013 2013年9月24日～12月24日 1,473 1,242 84.3%

NISTEP定点調査2014 2014年9月24日～12月19日 1,460 1,252 85.8%

NISTEP定点調査2015 2015年9月24日～12月25日 1,423 1,204 84.6%

NISTEP定点調査2015深掘調査

① 職務時間の配分

② 科学技術イノベーション政策の効果をより高める上での課題

③ 我が国の科学や技術の水準と産業競争力

④ 第5期科学技術基本計画に向けた課題
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